
北
海
道
新
得
町
は
人
口
6
、

4
5
7
人
で
面
積
は
東
京
都

の
半
分
も
あ
り
、
広
大
な
牧

草
地
を
有
し
、
聴
覚
障
害
者

の
福
祉
施
設
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
町
民
も
手
話
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
る
な
ど
積
極
的
に
福

祉
活
動
を
し
て
い
る
町
で
す
。

全
国
の
町
村
で
初
の
手
話

に
関
す
る
基
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。
条
例
が
作
ら
れ

た
目
的
は
、
ろ
う
者
が
暮
ら

し
や
す
さ
を
実
感
で
き

る
町
を
つ
く
る
た
め
で

す
。条

例
の
中
に
、
町
民

の
役
割
と
し
て
、「
町
民

は
地
域
社
会
で
共
に
暮

ら
す
一
員
と
し
て
、
手

話
を
使
い
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
に
寄
与

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
初
に
視
察
し
た
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
な
ご
み
」

で
は
、
同
条
例
が
制
定
さ
れ

る
ま
で
の
経
緯
や
苦
労
を
、

ま
た
、
制
定
後
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
聴
覚
に
障
害
が

あ
り
、
一
般
企
業
へ
の
就
職

が
難
し
い
方
々
が
、
職
業
訓

練
を
通
し
、
社
会
参
加
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
「
わ
か
ふ
じ
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
」
を
視
察
。
一
人
一

人
の
個
性
や
能
力
に
合
わ
せ

て
、
自
立
生
活
す
る
た
め
の

作
業
や
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

今
回
の
視
察
を
通
し
、
ろ

う
者
の
手
話
は
、
日
常
生
活

に
と
っ
て
大
切
な
手
段
で
あ

り
会
話
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
今
後
、
行
政
が

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
必

要
性
や
、
議
員
と
し
て
も
更

に
勉
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

・
先
進
治
自
体
に
学
ぶ

小
鹿
野
町
は
、
埼
玉
県
の

北
西
部
に
位
置
し
、
秩
父
市

と
群
馬
県
に
接
し
、
秩
父
多

摩
甲
斐
国
立
公
園
な
ど
豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
町

で
す
。
県
内
で
は
川
越
に
次

い
で
町
制
を
施
行
し
、
平
成

17
年
10
月
に
旧
小
鹿
野
町
と

旧
両
神
村
が
合
併
。
面
積
は

約
1
7
1
㎢
、人
口
1
3
、1

5
7
人
（
平
成
25
年
4
月
1

日
）
高
齢
化
率
は
約
30
％
。

8
つ
の
行
政
区
が
「
限
界
集

落
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

後
期
高
齢
者
の
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
埼
玉
県
で
1
番

少
な
い
、
と
て
も
元
気
な
町

で
す
。

昭
和
28
年
に
町
立
病
院
を

開
設
し
た
こ
と
が
健
康
づ
く

り
の
始
ま
り
で
、
約
60
年
が

経
過
し
た
現
在
は
、
一
般
病

床
45
床
、
療
養
病
床
50
床
で

地
域
病
院
と
し
て
根
付
い
て

い
ま
す
。
小
鹿
野
町
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
保
険
・
医
療
・

福
祉
」
が
一
体
と
な
っ
て
機

能
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
重
要
な
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
事
業
の
一
例
と
し
て
、

1
、
減
塩
運
動
と
食
生
活
の

改
善

2
、
か
ぼ
ち
ゃ
・
モ
ロ
ヘ
イ

ヤ
苗
全
戸
配
布
（
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
不
足
）

3
、
歯
科
衛
生
士
の
健
康
相

談
開
始

4
、
小
児
生
活
習
慣
病
検
診

開
始
（
小
学
5
年
生
・
中

学
2
年
生
）

5
、
精
神
科
医
を
招
い
て
の

「
事
例
検
討
会
」
を
実
施

6
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」
56
地
区
で
開
催

ど
の
地
域
で
も
、
住
み
慣

れ
た
家
で
な
じ
み
の
地
域
の

人
た
ち
と
安
心
し
て
暮
ら
し

た
い
。
こ
れ
が
多
く
の
人
の

希
望
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
課

題
を
整
理
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
福
祉
事
業
の
推
進

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派
にににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

町
議
会
で
は
、
議
員
活
動
の
資
質
向
上
を
ね
ら
い
と
し
、
各
会
派
で
、
他
の
自
治
体
の
取

さ
ん

り
組
み
を
視
察
調
査
し
た
り
、
ま
た
、
様
々
な
研
修
を
行
う
な
ど
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

手
話
言
語
に
関
す
る
基
本
条
例
に
つ
い
て

会

派

公
明
党

視
察
地

北
海
道
新
得
町

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
な
ご
み
」

お
よ
び
「
わ
か
ふ
じ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」

視
察
日

平
成
26
年
10
月
1
・
2
日

「
医
療
費
削
減
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

会

派

伊
新
の
会
・
新
政
21
・
共
産
党
・
み
ら
い
研
伊
奈

視
察
地

埼
玉
県
小
鹿
野
町

視
察
日

平
成
26
年
10
月
22
日

わかふじワークセンター内で

小鹿野中央病院前にて
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11
月
12
日
〜
13
日
に
長
野

県
松
本
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

松
本
市
役
所
を
訪
れ
、
市

の
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
松
本
市
で
は
「
健

康
寿
命
延
伸
都
市
・
松
本
」

を
掲
げ
次
の
よ
う
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
子
供
生
活
習
慣
改
善
事
業

②
働
き
盛
り
の
生
活
習
慣
病

予
防
事
業

③
身
体
活
動
維
持
向
上
事
業

④
食
育
推
進
事
業

⑤
企
業
と
の
連
携
（
若
い
時

か
ら
の
認
知
症
予
防
事
業

他
）

内
容
は
、
学
校
で
は
血
液

検
査
に
基
づ
く
意
識
付
け
と

し
て
、
親
の
了
解
を
得
て
小

四
、
中
二
で
血
液
検
査
を
実

施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

子
供
の
生
活
習
慣
が
将
来
の

健
康
づ
く
り
の
基
礎
と
な
り
、

子
供
の
時
期
に
望
ま
し
い
生

活
習
慣
を
形
成
さ
せ
る
も
の

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
企
業
や
団
体
と

連
携
「
脳
活
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
実
施
。
こ
れ
は

対
象
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル

を
ハ
ガ
キ
で
応
募
す
る
と
抽

選
で
健
康
グ
ッ
ズ
や
景
品
が

当
た
る
と
の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
は
コ
ン
ビ
ニ
の
駐

車
場
で
の
健
康
相
談
な
ど
市

を
あ
げ
て
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

菅
谷
松
本
市
長
は
元
外
科

医
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
市

長
始
め
担
当
職
員
の
な
み
な

み
な
ら
ぬ
熱
意
を
感
じ
ま
し

た
。

10
月
19
日
、
清
水
ひ
ろ
子

町
長
を
中
心
と
し
て
、
ユ
ニ

ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
で
子
育
て

支
援
を
展
開
し
て
い
る
兵
庫

県
播
磨
町
へ
、
子
育
て
支
援

政
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

播
磨
町
の
子
育
て
支
援
は
、

子
育
て
中
の
町
民
の
立
場
に

立
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
支
援
策
も
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
1
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ベ
ビ
ー
用
品
等
の
貸
出

町
民
の
方
か
ら
提
供
さ
れ

た
、
不
用
に
な
っ
た
ベ
ビ
ー

用
品
の
1
年
間
無
料
貸
出
を

実
施
。

②
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
設
置

子
ど
も
連
れ
で
外
出
し
や

す
い
環
境
を
作
る
た
め
に
、

公
共
施
設
等
に
人
目
を
気
に

せ
ず
お
む
つ
替
え
や
授
乳
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

実
際
に
ベ
ビ
ー
用
品
の
貸

出
の
運
営
場
所
と
お
む
つ
替

え
ス
ペ
ー
ス
を
視
察
し
ま
し

た
が
、
利
用
者
の
目
線
で
の

ア
イ
デ
ア
が
満
載
で
、
素
晴

ら
し
い
の
ひ
と
言
に
つ
き
、

伊
奈
町
の
子
育
て
支
援
に
取

り
入
れ
た
い
と
思
う
施
策
で

し
た
。

10
月
17
・
18
日
は
、
全
国

市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
に

お
い
て
、「
地
方
創
生
と
自
治

体
の
役
割
」「
自
治
体
経
営
と

行
財
」
等
に
つ
い
て
、
講
義

を
受
け
ま
し
た
。

充
実
し
た
子
育
て
支
援
策
に
学
ぶ

会

派

清
風
会
・
民
主
党
・
梨
花
の
会
・
い
な
元
気
世
代
の
会

視
察
地

兵
庫
県
播
磨
町

他

視
察
日

11
月
17
・
18
・
19
日

健
康
寿
命
延
伸
都
市
・
松
本

会

派

新
政
21
・
伊
新
の
会
・
み
ら
い
研
伊
奈

視
察
地

長
野
県
松
本
市

視
察
日

平
成
26
年
11
月
12
日
・
13
日

松本市役所前にて

▲播磨町役場前で

�ベビー用品がた
くさん展示され
ていました
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